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竹富町の人口   総人口：4,186 人（92)  男性：2,190 人 (43)  女性：1,996 人 (49)  世帯数：2,628 戸 (92)   ※2026 年４月末 ( 前月比）

令和７年度   第５回 海のデジタルフォトコンテスト  教育長賞 ( 一般の部 ) 受賞作品    撮影：玉野 清大 さん  撮影地：伊古桟橋 ( 黒島 )
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竹富町長 前泊 正人 (2 期目 ) 就任
任期満了に伴う竹富町長選挙において、無投票で２期目
の当選を果たした前泊正人氏が４月 17 日、第 23 代町
長に就任しました。同日、就任式が執り行われたほか、
臨時議会において令和８年度の施政方針演説が行われま
した。
施政方針の締めくくりとして前泊町長は、「まちづくり
の主人公は町民の皆様です。対話を重ね、現場主義を貫
きながら、町民の皆様と共に竹富町の未来を築いていく
所存でございます」と述べ、議会と町民への理解と協力
を求めました。

町政運営施策の基本的な考え方
1. 町民主体の町づくり：「町長直行便」や「ゆんたく会」を継続し、住民の声を丁寧に反映します。
2. 均衡ある島々の発展：各島々の福祉増進と持続可能な財政基盤づくりを両立します。
3. 透明性の高い行政運営：自治体DXを推進し、行政手続きのオンライン化や積極的な情報公開・説明責任を徹底します。

分野別の主要施策

① 安心して産み育てられるまち（教育・子育て） ⑤守る責任、次世代への継承（環境・伝統文化）

・経済的負担の軽減：妊産婦への移動交通費・宿泊費支援、出産祝い
　金の支給、こども医療費助成を継続。さらに「学校給食費無償化
　事業」に取り組みます。
・教育環境の刷新：GIGA スクール構想に基づく ICT 環境整備を推進
　し、各小中学校体育館へのWi-Fi 設置工事等を進めます。町内への
　高等教育機関・研究機関等の誘致にも挑戦します。

② 優しいまち、暮らしの安定へ（医療・福祉・交通）
・医療体制の確保：オンライン診療・遠隔医療の導入に向け国・県と
　連携。通院に係る渡航費支援も継続します。
・交通・物流の恒久対策：船賃負担軽減（燃油サーチャージ補助）を　
　継続し、制度の恒久化を要望。波照間航路の代替船建造に向けた　　
　計画策定や、公共ライドシェアの導入支援等で移動の足を確保します。

④ 災害に強いまちづくり（防災・安心）

・防災体制の強化：自主防災組織の結成・育成支援や備蓄品の拡充、
　既存井戸を活用した「災害井戸制度」の創設に着手。
・防災拠点の整備：有事のシェルター機能や一時避難所を兼ねた「大
　原庁舎等整備事業」の実施設計を丁寧な説明のもと推進します。

・環境保全と海洋権益：世界自然遺産の保全や希少種保護、海岸漂着
　物（海洋ごみ）対策を徹底。
・文化の保存と修理：各島の伝統文化・芸能の継承のため、郷友会員
　等の帰島支援策を検討。「歴史的風致向上計画策定事業」に取り組
　み、有形・無形の文化財を保護します。

③ 産業連関で強い地域経済の構築（1次産業・観光・基盤）

・農林水産業の効率化：地域計画に基づく農地の集約化や、和牛繁殖
　基盤の強化、資源循環型農業の調査を推進。
・責任ある観光と商工連携：「西表島エコツーリズム」の推進や入域
　管理の強化により自然と調和した滞在型観光を促進。SNS や DX
　を活用したオーバーツーリズム解消に取り組みます。

行財政運営の効率化

限られた財源の中で持続可能な行財政運営を行うため、「ふ

るさと納税」や「企業版ふるさと納税」による自主財源の確

保に努めます。また、増加する行政需要に対応するため、「竹

富町訪問税」の条例施行に向けた取り組みを加速します。

施政方針概要

第 23 代竹富町長として二期目の重責を担うにあたり、

「一町多島」の特有な課題（交通・医療・教育・産業）

や物価高騰などの社会情勢の変化にスピード感をもっ

て対応し、持続可能な地域社会の実現を目指します。

第 23 代 竹富町長
前泊  正人

令和 8 年度施政方針全文はこちらからご覧いただけます↓
https://www.town.taketomi.lg.jp/soshiki/seisakusuishin/1537955035/1646185427/
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02 アメリカで沖縄の未来を考えるTOFUプログラムに
大原中卒・佐藤さん参加「日米交流学生大使」に任命

石垣島トライアスロン
地元 1位は梅田さん・久保田さん

石垣島トライアスロン2026が開催され、男子は梅田裕也さん（小浜島）が総合4位（地
元 1 位）、女子は久保田文さん（竹富島）が地元 1 位に輝きました！梅田さんは強
豪ライバルを破っての地元トップ、久保田さんは見事 3連覇を達成されました。

令和７年度外務省の交流派遣事業「アメリカで沖縄の未来を考える TOFU プログラム（Think of 
Okinawa’ s Future in the United States）」の事後報告会が去る４月２６日、宜野湾市内で開催され、参
加した大原中学校卒業で、現在青山学院大学２年の佐藤恵音さんが現地での経験について報告されまし
た。
この事業は、沖縄の将来を担う高校生や大学生をアメリカに派遣し、現地での意見交換や視察などを通
して、英語を使いながらさまざまな分野を学ぶ機会を提供することを目的としています。
報告会では、今年３月（１８日～２４日・ワシントン DC、ニューヨーク）の TOFU プログラムに参加
した沖縄の高校生・大学生など計 30 名が、体験をもとに沖縄の未来についてグループごとに発表を行い
ました。それぞれ英語も交えながら、日米同盟の強化や沖縄の
負担軽減に向けた取り組み、日米間の相互理解の促進などにつ
いて、具体的な提案が紹介されました。
また、今年１年間の「日米交流学生大使」として８名が任命され、
佐藤さんもその一人として茂木外務大臣から委嘱状を受けられ
ました。
佐藤さんは、「竹富町内には米軍基地はないけれど、沖縄県内
のことを日米の多くの人に知ってもらいたい。将来は外務省に
入省し、沖縄や日本のために働きたい」と、山城副町長と佐事
教育長に抱負を話されました。

今大会、竹富町役場に勤務する職員 3 名で結成されたチーム

「ツマベニガールズ」が、リレー部門女子の部で見事 1 位に

輝きました。 メンバーは何盛奈苗（スイム）、野底美鈴（バ

イク）、新城良乃（ラン）の 3名

委嘱状を手に決意する佐藤さん



新たな力、10名の新採用職員が着任0303
新年度が始まった 4月 1日、竹富町では 10 名の新採用職員を迎えました。町長室で行われた宣誓式では、

新職員たちが前泊正人町長を前に「公正な職務の遂行」を力強く宣言しました。

前泊町長は「当たり前を当たり前にやることが町民の福祉向上につながる。今の気持ちを忘れないように」

と激励。新職員たちは、島々の暮らしを支える責任の重さを胸に、町民に寄り添う公務員としての第一歩

を踏み出しました。

こいのぼり掲揚式0404
令和 8年 4月 24 日（金）午前 10 時、竹富町役場前にてこいのぼり掲揚式が行われました。

大原保育所にじ組の園児 12 名が、「屋根より高い～♪」の歌声に合わせて、青空高くこいのぼりを泳が

せてくれました。

町長から「こいのぼりみたいに大きく育ってね」と温かい激励の言葉が贈られ、園児たちの笑顔が輝いて

いました。

また、町役場ロビーには町内各保育所の園児が手作りしたこいのぼりも元気よく泳ぎ、来庁者に 5 月の節

句とGWの訪れを告げていました。

岡野公彦さん（建設課係

長）、日原昭二さん（建

設課主幹）、松本弥一さ

ん（健康づくり課保健

師）、矢野裕樹さん（企

画政策課主事）、宮平和

華さん（総務課主事）、

石川志穂さん（総務課主

事）、川嶋二夢さん（大

原保育所）、島尻可奈枝

さん（小浜保育所）、直

井愛子さん（上原保育

所）、藤原理保さん（上

原保育所）



田本徹様よりCD付絵本寄贈0505
声楽家で八重山戦争マラリア遺族会顧問の田本徹さんが制作したCD付き絵本『オオゴマダラ

のおつかい』が、竹富町教育委員会へ寄贈されました。

この絵本は、田本さんが 2009 年に手がけた童謡を原画や音楽とともに形にしたもので、八重山

戦争マラリア遺族会（唐真盛充代表）が出版。ピアノ演奏の次呂久早苗さん、イラストのハマ

ダ豆丸さんに加え、歌唱には小学生の濱田志帆さんと友利月穂さんも参加されています。

贈呈式で田本さんは「子どもたちに笑顔を届け、優しい人に育ってほしい」と語り、寄贈を受

けた佐事安弘教育長は「オオゴマダラが飛び続けるように子どもたちに夢を与えられるよう活

用したい」と感謝を述べました。

絵本は町内 7つの小学校と 10 の保育所へ配布され、子どもたちの健やかな成長のために役立て

られます。

田場絹枝様寄付贈呈式0606
3 月 14 日、田場絹枝舞踊道場による公演「第 2 回萌ゆる想ひ　―踊るうむい―」が、石垣市民

会館大ホールにて開催されました。会主・田場絹枝氏と実行委員長・新城浩健氏が 4 月 16 日、

竹富町教育委員会を訪ねて公演の成功を報告し、「多くの方々に舞台を見ていただいて感謝申し

上げます」と挨拶されました。そして、

当委員会に「竹富町の子どもたちのため

に使ってください」と、金 3万円の寄付

をいただきました。

佐事安弘教育長は、「子どもたちは歌や

踊りを身につけるだけでなく、そこから

八重山の歴史や文化に関心を持つ子が増

えています。子どもたちの豊かな心を育

むための浄財として有意義に活用させて

いただきます。ありがとうございました」

とお礼を述べました。



地 域 お こ し 協 力 隊 活 動 報 告
【石垣庁舎】
 地域デジタル化係 太田 洋平

令和 7 年度の「スマホなんでも相談」と「ス

マホ講習会（総務省 デジタル活用支援推進

事業）」の実績集計が完了しました。

「スマホなんでも相談」は町内１０か所で

91 回開催し、延べ 306 名の方のご相談に応

じました。「スマホ講習会」は西表島の離

島総合センターで 10 回開催し、延べ 17 名

の方にご参加いただきました。日々、多く

の嬉しいお言葉をいただき、3 年目も皆様

のお役に立てて光栄に思いました。

今後の開催日程は竹富町公式 LINE で配信

します。情報を受け取りたい方は友だち追

加とあわせて《受信設定》の登録を必ずお

願いします！

【石垣庁舎】
 移住定住担当 櫛田 一斗

はじめまして。

令和 8 年 4 月より着任しました。これ

までプロサッカー選手として 10 年以

上海外で生活し、世界 140 カ国を巡っ

てきましたが、このたび日本へ U ター

ンしました。

着任前には竹富島、黒島、小浜島、鳩

間島、西表島、由布島、波照間島を訪れ、

素晴らしい人々と美しい景色の連続で

した。この町の未来に関わる仕事がで

きることをとても嬉しく思っていま

す。

皆さんのお役に立てるよう精一杯頑張

ります。どうぞよろしくお願いいたし

ます。













ワンコインで万が一の備え！
（交通災害共済加入者の募集について）
沖縄県町村交通災害共済組合は、県内の全町村で組織され「交通災害共済事業」を実施
しております。この共済制度は、交通事故被災者の経済的負担を軽減するため、加入者
１人ひとりの相互扶助の精神に基づき運営されており、被災者に対し見舞金を支給する
制度です。

加入資格
竹富町に住民登録している方、外国人登録している方や就学のため、一時的に他市町村
へ転出されている方も加入できます。

共済掛金
加入者一人につき年額５００円

加入方法
「加入申込書」に「掛金」を添えて、下記のとおりお申込みください。
受付場所　竹富町役場総務課　町民係
竹富町役場：波照間出張所・西表東部出張所・西表西部出張所

共済期間
加入申込書が受理された日の翌日から令和 9年 3月 31 日まで。

お問い合わせ
竹富町役場総務課　町民係　電話：0980-83-2574

注意事項＊見舞金が支給されない、あるいは支給制限される交通事故もあります。
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